
② 入試区分

③ 出題科目

④ 出題の意図

公募推薦Ⅰ期

物理基礎

物体の運動、波、電気の３つの分野について、基礎から標準的な
レベルで出題している。
特に、基本的な知識や考え方を十分に身につけているかを問うて
いる。
また、公式を単に暗記するだけではなく、その背後にある物理法
則をしっかり修得しておくことが必要な問題を出題している。
更に、数値で解答する問題や文字式で解答する問題に加えて、作
図する問題も出題し、物理的な関係性を図に表す習慣を身につけ
ているかも確認している。

①大学(薬･香薬以外)・短大



1徳島文理大学 2025 公募Ⅰ理・人・保・総・文・短 物

物理基礎



2徳島文理大学 2025 公募Ⅰ理・人・保・総・文・短 物



3徳島文理大学 2025 公募Ⅰ理・人・保・総・文・短 物



4徳島文理大学 2025 公募Ⅰ理・人・保・総・文・短 物



5徳島文理大学 2025 公募Ⅰ理・人・保・総・文・短 物



6徳島文理大学 2025 公募Ⅰ理・人・保・総・文・短 物



7徳島文理大学 2025 公募Ⅰ理・人・保・総・文・短 物



8徳島文理大学 2025 公募Ⅰ理・人・保・総・文・短 物



9徳島文理大学 2025 公募Ⅰ理・人・保・総・文・短 物
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137

理 工 学 部
人間生活学部
保健福祉学部 　 選択
総合政策学部
文 学 部

物理基礎 	 推薦Ⅰ期

Ⅰ

1

（導出過程）
1 ,  2とも鉛直上向きに張力 T，下向きに重力Mɡ
が働いていて，この 2力がつりあっている。

（答）カゴ 1：T - Mɡ = 0 (Mɡ - T = 0)

カゴ 2：T - Mɡ = 0 (Mɡ - T = 0)

2

⑴ （答）カゴ 1：鉛直上向き　カゴ 2：鉛直下向き

⑵

（導出過程）
ひもはたわまないので同じ加速度 aで運動す
る。働く力は，1は上向きに張力 T ¢と下向き
に重力Mɡ，2は上向きに T ¢と下向きに
(M + m)ɡ。よって
（答）カゴ 1：Ma = T ¢ - Mɡ

カゴ 2：(M + m)a = (M + m)ɡ - T ¢

⑶

（導出過程）
⑵の方程式を連立して解くと，
(2M + m)a = mɡ→ a

m

M m
=

+2

¢ = +( )=
+( )

+
T M a

M M m

M m

2

2

（答）T ¢：
+( )

+
M M m

M m

2

2
〔N〕

a：
m

M m+2
〔m/s 2〕

3

⑴

⑵

（導出過程）
- t グラフは直線になっており傾きである加
速度 aが一定の等加速度運動をしている。

a = -
-

=1 25 0 25

5 0 1 0
0 25

. .
. .

.

（答）0.25〔m/s 2〕

0.0
0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

1.0 2.0 3.0 4.0 5.0

Ⅱ

1

⑴

（導出過程）
1.0/2.0 =0.50

（答）0.50 'm/s"

⑵
（導出過程）

-2.0/2.0 = -1.0

（答）-1.0 'm/s"

2

⑴

⑵

⑶

3

（導出過程）
波Aと波Bの位置が重なると，波形は観測され
ない。
波Aに対する波Bの相対速度，

-1.0 - 0.5 = -1.5〔m/s〕

波Aに対する波Bの変位，

0.0 - 7.0 = -7.0〔m〕

波が重なりあう時刻，
-7.0/-1.5 = 4.66

（答）4.7〔s〕

4

（導出過程）
波Aは，時刻 t = 0.0〔s〕から 3.0〔m〕進んでい
る。

3.0/0.5 = 6.0

（答）6.0〔s〕

‒2.0

2.0

0 2.02.02.0 4.04.04.0 6.06.06.0 8.08.08.0 10.010.010.0

2.0

0 2.02.02.0 4.04.04.0 6.06.06.0 8.08.08.0 10.010.010.0

‒2.0

2.0

0 2.02.02.0 4.04.04.0 6.06.06.0 8.08.08.0 10.010.010.0

‒2.0

Ⅰ 3 ⑶

（導出過程）
2-⑶から重力加速度 ɡは

= +2M m

m
a

したがって

= ¥ + ¥ =0 950 2 0 050

0 050
0 25 9 75

. .
.

. .

（答）9.8〔m/s 2〕
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理 工 学 部
人間生活学部
保健福祉学部 　 選択
総合政策学部
文 学 部

物理基礎 	 推薦Ⅰ期

Ⅰ

1
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1 ,  2とも鉛直上向きに張力 T，下向きに重力Mɡ
が働いていて，この 2力がつりあっている。
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⑵

（導出過程）
ひもはたわまないので同じ加速度 aで運動す
る。働く力は，1は上向きに張力 T ¢と下向き
に重力Mɡ，2は上向きに T ¢と下向きに
(M + m)ɡ。よって
（答）カゴ 1：Ma = T ¢ - Mɡ

カゴ 2：(M + m)a = (M + m)ɡ - T ¢

⑶

（導出過程）
⑵の方程式を連立して解くと，
(2M + m)a = mɡ→ a
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M m
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M m
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（答）T ¢：
+( )

+
M M m
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⑵
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a = -
-

=1 25 0 25

5 0 1 0
0 25

. .
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⑴
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（答）0.50 'm/s"

⑵
（導出過程）

-2.0/2.0 = -1.0

（答）-1.0 'm/s"

2

⑴

⑵

⑶

3

（導出過程）
波Aと波Bの位置が重なると，波形は観測され
ない。
波Aに対する波Bの相対速度，

-1.0 - 0.5 = -1.5〔m/s〕

波Aに対する波Bの変位，

0.0 - 7.0 = -7.0〔m〕

波が重なりあう時刻，
-7.0/-1.5 = 4.66

（答）4.7〔s〕

4

（導出過程）
波Aは，時刻 t = 0.0〔s〕から 3.0〔m〕進んでい
る。

3.0/0.5 = 6.0
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Ⅰ 3 ⑶

（導出過程）
2-⑶から重力加速度 ɡは

= +2M m

m
a

したがって

= ¥ + ¥ =0 950 2 0 050

0 050
0 25 9 75

. .
.

. .
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理 工 学 部
人間生活学部
保健福祉学部 　 選択
総合政策学部
文 学 部

物理基礎 	 推薦Ⅰ期

Ⅰ

1

（導出過程）
1 ,  2とも鉛直上向きに張力 T，下向きに重力Mɡ
が働いていて，この 2力がつりあっている。

（答）カゴ 1：T - Mɡ = 0 (Mɡ - T = 0)

カゴ 2：T - Mɡ = 0 (Mɡ - T = 0)

2

⑴ （答）カゴ 1：鉛直上向き　カゴ 2：鉛直下向き

⑵

（導出過程）
ひもはたわまないので同じ加速度 aで運動す
る。働く力は，1は上向きに張力 T ¢と下向き
に重力Mɡ，2は上向きに T ¢と下向きに
(M + m)ɡ。よって
（答）カゴ 1：Ma = T ¢ - Mɡ

カゴ 2：(M + m)a = (M + m)ɡ - T ¢

⑶

（導出過程）
⑵の方程式を連立して解くと，
(2M + m)a = mɡ→ a
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M m
=
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M M m
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+
M M m
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M m+2
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（導出過程）
- t グラフは直線になっており傾きである加
速度 aが一定の等加速度運動をしている。
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⑴
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⑵
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波Aと波Bの位置が重なると，波形は観測され
ない。
波Aに対する波Bの相対速度，
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波Aに対する波Bの変位，

0.0 - 7.0 = -7.0〔m〕

波が重なりあう時刻，
-7.0/-1.5 = 4.66

（答）4.7〔s〕

4

（導出過程）
波Aは，時刻 t = 0.0〔s〕から 3.0〔m〕進んでい
る。

3.0/0.5 = 6.0

（答）6.0〔s〕

‒2.0
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（導出過程）
2-⑶から重力加速度 ɡは

= +2M m
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したがって

= ¥ + ¥ =0 950 2 0 050
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. .
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137

理 工 学 部
人間生活学部
保健福祉学部 　 選択
総合政策学部
文 学 部

物理基礎 	 推薦Ⅰ期

Ⅰ

1

（導出過程）
1 ,  2とも鉛直上向きに張力 T，下向きに重力Mɡ
が働いていて，この 2力がつりあっている。

（答）カゴ 1：T - Mɡ = 0 (Mɡ - T = 0)

カゴ 2：T - Mɡ = 0 (Mɡ - T = 0)

2

⑴ （答）カゴ 1：鉛直上向き　カゴ 2：鉛直下向き

⑵

（導出過程）
ひもはたわまないので同じ加速度 aで運動す
る。働く力は，1は上向きに張力 T ¢と下向き
に重力Mɡ，2は上向きに T ¢と下向きに
(M + m)ɡ。よって
（答）カゴ 1：Ma = T ¢ - Mɡ

カゴ 2：(M + m)a =(M + m)ɡ - T ¢

⑶

（導出過程）
⑵の方程式を連立して解くと，
(2M + m)a = mɡ→ a

m

M m
=

+2

¢ = +( )=
+( )

+
T M a

M M m

M m

2

2

（答）T ¢：
+( )

+
M M m

M m

2

2
〔N〕
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M m+2
〔m/s 2〕

3

⑴

⑵

（導出過程）
- t グラフは直線になっており傾きである加
速度 aが一定の等加速度運動をしている。
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-2.0/2.0 = -1.0

（答）-1.0 'm/s"

2

⑴
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⑶

3
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波Aと波Bの位置が重なると，波形は観測され
ない。
波Aに対する波Bの相対速度，
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波が重なりあう時刻，
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理 工 学 部
人間生活学部
保健福祉学部 　 選択
総合政策学部
文 学 部

物理基礎 	 推薦Ⅰ期
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1 ,  2とも鉛直上向きに張力 T，下向きに重力Mɡ
が働いていて，この 2力がつりあっている。
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に重力Mɡ，2は上向きに T ¢と下向きに
(M + m)ɡ。よって
（答）カゴ 1：Ma = T ¢ - Mɡ
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(2M + m)a = mɡ→ a
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（導出過程）
波Aと波Bの位置が重なると，波形は観測され
ない。
波Aに対する波Bの相対速度，

-1.0 - 0.5 = -1.5〔m/s〕

波Aに対する波Bの変位，
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（答）4.7〔s〕

4

（導出過程）
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る。
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理 工 学 部
人間生活学部
保健福祉学部 　 選択
総合政策学部
文 学 部

物理基礎 	 推薦Ⅰ期

Ⅰ

1

（導出過程）
1 ,  2とも鉛直上向きに張力 T，下向きに重力Mɡ
が働いていて，この 2力がつりあっている。

（答）カゴ 1：T - Mɡ = 0 (Mɡ - T = 0)

カゴ 2：T - Mɡ = 0 (Mɡ - T = 0)
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⑴ （答）カゴ 1：鉛直上向き　カゴ 2：鉛直下向き

⑵

（導出過程）
ひもはたわまないので同じ加速度 aで運動す
る。働く力は，1は上向きに張力 T ¢と下向き
に重力Mɡ，2は上向きに T ¢と下向きに
(M + m)ɡ。よって
（答）カゴ 1：Ma = T ¢ - Mɡ
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（導出過程）
- t グラフは直線になっており傾きである加
速度 aが一定の等加速度運動をしている。

a = -
-

=1 25 0 25

5 0 1 0
0 25

. .
. .

.

（答）0.25〔m/s 2〕

0.0
0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

1.0 2.0 3.0 4.0 5.0

Ⅱ

1

⑴

（導出過程）
1.0/2.0 =0.50

（答）0.50 'm/s"

⑵
（導出過程）

-2.0/2.0 = -1.0

（答）-1.0 'm/s"

2

⑴

⑵

⑶

3

（導出過程）
波Aと波Bの位置が重なると，波形は観測され
ない。
波Aに対する波Bの相対速度，

-1.0 - 0.5 = -1.5〔m/s〕

波Aに対する波Bの変位，

0.0 - 7.0 = -7.0〔m〕

波が重なりあう時刻，
-7.0/-1.5 = 4.66

（答）4.7〔s〕

4

（導出過程）
波Aは，時刻 t = 0.0〔s〕から 3.0〔m〕進んでい
る。

3.0/0.5 = 6.0

（答）6.0〔s〕

‒2.0

2.0

0 2.02.02.0 4.04.04.0 6.06.06.0 8.08.08.0 10.010.010.0

2.0

0 2.02.02.0 4.04.04.0 6.06.06.0 8.08.08.0 10.010.010.0

‒2.0

2.0

0 2.02.02.0 4.04.04.0 6.06.06.0 8.08.08.0 10.010.010.0

‒2.0

Ⅰ 3 ⑶

（導出過程）
2-⑶から重力加速度 ɡは

= +2M m

m
a

したがって

= ¥ + ¥ =0 950 2 0 050

0 050
0 25 9 75

. .
.

. .

（答）9.8〔m/s 2〕
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Ⅲ

1

⑴

（導出過程）
1 1 1 1

3 0

1

3 0

2

3 02 3R R RBC
= + = + =

. . .

よって，

RBC = =3 0

2
1 5

. .

（答）1.5 'Ω"

⑵

（導出過程）
1 1 1 1 1

3 0

1

3 0

1

3 0

3

3 04 5 6R R R RCD
= + + = + + =

. . . .

よって，

RCD = 1.0

（答）1.0 'Ω"

⑶

（導出過程）
RAD = R1 + RBC + RCD

= 3.0 + 1.5 + 1.0

= 5.5

（答）5.5 'Ω"

⑷

（導出過程）
55 = I1 * RAD が成り立つから，

I1
55

5 5
10= =

.
（答）10 'A"

⑸
（導出過程）
P1 = I1

2 * R1 =(10)2 * 3.0 = 300

（答）3.0 * 10 2 'W"

2

⑴
（導出過程）
Q 1 = I * V * t = 4.0 * 20 * 60 = 4800

（答）4.8 * 10 3 'J"

⑵

（導出過程）
電熱線 1の抵抗値を R1とすると，
20 = 4.0 * R1 となる。よって，

R1 = 5.0

電熱線 2の抵抗値を R2とすると，R2 = R1 ÷ 2

となる。よって，

R2 = 2.5

よって，20 = I2 * 2.5 が成り立つから，

I2 = 8.0

（答）8.0 'A"

⑶
（導出過程）
Q 2 = I2 * V * t = 8.0 * 20 * 60 = 9600

（答）9.6 * 10 3 'J"

Ⅲ

1
⑴ ⑵

4.9 g 0.5 mol/L

2
⑴ ⑵ ⑶

6 3.36 L 13.4 g

3
⑴ ⑵

pH = 1 pH = 3

4
⑴ ⑵ ⑶

NH3 H 2SO 4 Ca(OH)2

Ⅰ

1

2

イオンの化学式 イオンの名称

⑴ F- フッ化物イオン

⑵ Ca 2+ カルシウムイオン

3

⑴ ⑵ ⑶

ア エ カ

⑴ ⑵ ⑶

Li N Na

Ⅱ

1
ア イ ウ

静電気 不対電子（価電子） 自由電子

2 ④ ⑥

3

4 0.24 mol (2.4 * 10 -1 mol) 4.5 * 10 20個

⑴ He：

⑵ ① BCl 3 ② Al 2O 3

Ⅳ

1
⑴ ⑵ ⑶

0 +7 +6

2
⑴ ⑵

オ ア

3
⑴

ア イ ウ エ

6 5 5 8

⑵ 9.0 * 10 -2 mol/L
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